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成
田
空
港
の
国
際
線
出
発
ロ
ビ
ー
に
隣
接
す
る
第
1
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
5

階
の
フ
ロ
ア
が
約
1
年
間
の
改
修
工
事
を
終
え
、
「
S
H
I
K
I
S
A
工

G
A
R
D
E
N
」
と
し
て
9
日
に
再
オ
ー
プ
ン
し
た
。
日
本
の
美
し
い
四
季

を
体
感
で
き
る
空
間
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ほ
か
、
足
湯
に
つ
か
り
な
が

ら
航
空
機
の
離
着
陸
を
楽
し
め
る
な
ど
、
空
港
に
行
き
た
い
気
持
ち
を
後
押

し
し
そ
う
だ
。

屋
湯
展
望
デ
ヅ
キ
に
3
寿
所

第葡旅客ターミナル改修

日12日(日曜日)

威圏空港で園拳体感

こ
れ
か
ら
海
外
に
出
発
す
る

国
内
外
の
旅
行
客
が
く
つ
ろ
げ

る
空
間
に
仕
上
げ
る
た
め
、
約

2
5
億
円
を
か
け
て
展
望
デ
ッ
キ

約
3
0
0
0
平
方
薪
と
館
内
約

5
0
0
0
平
方
薪
を
大
改
修
し

た
。
日
本
文
化
や
精
神
性
を
育

む
豊
か
な
水
や
、
四
季
の
移
ろ

い
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
。

.
長
さ
4
0
0
0
耕
の
A
滑
走

路
を
見
渡
せ
る
展
望
デ
ッ
キ
で

は
、
40
度
に
保
た
れ
た
足
湯
が

3
か
所
で
き
た
。
高
さ
約
2
6

5
獄
の
マ
ウ
ン
テ
ン
デ
ッ
キ
で

は
、
離
着
陸
す
る
航
空
機
を
高

い
位
置
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
航
空
機
を
撮
影
す
る
際

に
映
え
る
写
真
が
撮
れ
る
よ

う
、
巨
大
な
額
縁
も
設
置
さ
れ

た

。

‘

フ
ー
ド
コ
ー
ト
が
あ
る
屋
内

部
分
に
は
「
茶
の
間
」
「
居
の

間
」
「
書
の
間
L
に
分
か
れ
た

座
席
数
1
3
0
席
の
り
ラ
ッ
ク

ス
エ
リ
ア
を
設
置
。
ア
ー
ト
作

品
や
植
栽
を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し

め
る
。

・

キ
ッ
ズ
エ
リ
ア
に
は
、
子
ど

も
が
航
空
機
を
見
な
が
ら
屋
内

外
の
遊
具
で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き

る
有
料
の
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
を
整

備
。
赤
ち
ゃ
ん
が
遊
ぶ
姿
を
正

面
で
見
な
が
ら
食
事
な
ど
が
で

き
る
無
料
ス
ペ
1
ス
や
、
成
田

空
港
初
と
な
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル

ー
ム
付
き
の
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
も

用
意
し
た
o

4
、
5
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

を
つ
な
ぐ
吹
き
抜
け
の
空
間
に

は
、
竹
工
芸
家
の
四
代
田
辺
竹

雲
斎
さ
ん
に
よ
る
竹
を
編
ん
だ

巨
大
な
立
体
作
品
元工
の
環(
リ

ン
グ
)
」
が
設
置
さ
れ
た
。
ほ

か
に
も
随
所
で
芸
術
作
品
が
空

間
を
引
き
立
て
る
ほ
か
、
光
で

竹
林
の
回
廊
な
ど
を
再
現
し
た

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
で
、
利
用
客

の
気
分
を
安
ら
げ
る
。

成
田
国
際
空
港
会
社」(
N
A

A
)
に
よ
る
と
、
大
規
模
改
修

は
1
9
9
9
年
の
展
望
デ
ッ
キ

設
置
以
来
。
9
日
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
N
A
A
の

藤
井
直
樹
社
長
は
「
外
国
人
旅
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春季県高等学校野球大会組み合わせ 18
日
に
開
幕
す
る
春
の
高
校
-
決
ま
っ
た
。
地
区
予
選
を
勝
ち

野
球
県
大
会
の
組
み
合
わ
せ
が一
抜
く
な
ど
し
た
計4
8
校
が
県
野

2

◎

◎
◎

一
白
心
付
漠
工
安
陵
洋
柏
野
院
陰
柏
葉
商
和

豹脹18鱒
八

球
場
(
千
葉
市
稲
毛
区
)
な
ど

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
。

今
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会

で
4
強
入
り
を
果
た
し
た
専
大

松
戸
は1
9
日
に
登
場
し
、
八
千

代
と
千
葉
経
大
付
の
勝
者
と

対
戦
す
る
。
同
日
は
、
昨
秋

の
県
大
会
準
優
勝
の
中
央
学

詞
②

　
　

　
　　

徳
東
川

明葉

,

26日

25日

25臼

院
も
初
戦
を
迎
え
、
流
経
大

柏
と
習
志
野
の
勝
者
と
ぶ
つ

か
る
。
5
月
3
日
の
決
勝
の
前
に
3

位
決
定
戦
も
行
わ
れ
、
上
位
3

チ
ー
ム
が
同1
6
日
か
ら
県
内
で

開
催
さ
れ
る
関
東
大
会
に
出
場

す
る
。

※ 31立i央定、載 5月 3 日′県 9:00
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弼
圏
◎

健
康
情
瓢
璽

歯
が
痛
い
時
、
歯
科
医
院
に
行

っ
て
治
療
を
受
け
る
と
、
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
麻
酔
の
注
射
を

さ
れ
ま
す
。
歯
の
周
り
だ
け
を
麻

ひ痩
さ
せ
る
局
所
麻
酔
で
す
。
こ
の

注
射
は、
歯
が
埋
ま
っ
て
い
る「
歯

槽
骨
」
に
麻
酔
薬
を
浸
透
さ
せ
、

神
経
に
到
達
さ
せ
ま
す
。
「
浸
潤

麻
酔
」
と
い
う
方
法
で
す
。

歯
肉
、
歯
槽
骨
、
歯
の
神
経
と

浸
潤
し
て
い
く
こ
と
で
効
果
が
出

る
た
め
、
麻
陣
す
る
ま
で
に
は
、

あ
る
程
度
の
量
の
麻
酔
と
時
間
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
歯
科
医
院
で
使
っ
て
い

鴨川市棚園の光 .幻想的に

大
賞
を
受
賞
し
た
越
前
織
の
ネ
ッ

ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
(
鴨
川
市
提
供
)

福
井
県
坂
井
市
の
越
前
織
協

同
組
合
が
主
催
す
る
「
第1
0
回

『
越
前
織
』
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ

プ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

鴨
川
市
の
作
品
が
大
賞
を
受
賞

し
た
。
受
賞
作
は
大
山
千
枚
田

の
イ
ベ
ン
ト「
棚
田
の
あ
か
り
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
。

鴨
川
市
の
受
賞
は
3
回
目
で
市

の
魅
力
発
信
に
積
極
活
用
す
る

考
え
だ
。

夜
空
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
濃
紺

と
棚
田
の
深
緑
を
バ
ッ
ク
に
、

暖
か
な
明
か
り
が
棚
田
を
照
ら

す
様
子
を
表
現
し
、
月
や
星
と

と
も
に
「
千
に
ゆ
ら
め
く
k
a

m
o
g
a
W
a
」
の
文
字
を
添

越前機ストラップで大賞

き
を
協
調
さ
せ
る
た
め
、
無
数

の
点
描
を
描
い
て
光
が
織
り
な

す
幻
想
的
な
風
景
に
ま
と
め

た
」
と
話
し
、
3
回
目
の
受
賞

に
「
う
れ
し
い
驚
き
で
す
」
と

目
を
細
め
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
越
前
織
の

生
産
地
で
あ
る
坂
井
市
の
越
前

織
協
同
組
合
が
地
場
産
業
の
魅

力
を
発
信
し
よ
う
と
毎
年
実
施

し
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体
や

企
業
、
学
校
を
対
象
に
、
「
唯

一
の
魅
力
」
を
発
信
す
る
ネ
ッ

ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
公
募
し
て
大

賞
と
し
て1
0
作
品
を
選
出
し
、

デ
ザ
イ
ン
を
越
前
織
で
製
品
化

し
て
受
賞
団
体
に5
0
本
ず
つ
贈

25日

5月 2臼

干
潮
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茂
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八
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麻酔薬心臓の病歴に注意
る
麻
酔
薬
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
定

量
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
詰
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
注
射
筒
に
セ

ッ
ト
し
、
針
を
装
着
し
ま
す
。
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
や
針
は
使
い
捨
て
で

す
。
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
内
に
麻
酔
薬

が
残
っ
て
も
、
必
ず
捨
て
ま
す
。

他
人
へ
の
感
染
リ
ス
ク
を
最
小
限

に
す
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。歯
科
で
使
わ
れ
る
局
所
麻
酔
薬

に
は
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
作
用

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
歯
科
治
療

は
出
血
を
伴
う
こ
と
が
多
い
た

め
、
出
血
に
よ
り
治
療
す
る
部
分

が
見
え
に
く
く
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
工
夫
で
す
。

血
管
収
縮
作
用
が
含
ま
れ
る
薬

剤
は
、
心
臓
を
ド
キ
ド
キ
さ
せ
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
心
臓
に
ト
ラ

ブ
ル
を
持
つ
方
に
対
し
て
は
、
そ

(
0
1
2
0

o
l
l
o

0
4
7
4
)
【
銚

子
】
内
=
宮
内
医
院
(2
2
◎
1
6
3
9
)

▽
外
=
な
ゆ
き
(2
5
0
2
9
6
0
)【
匝

瑳
一
消
防
署
(7
2
0
0
1
1
9
)
【
君

津
一
内
、
小
=
森
広
(5
4
・
4
6
6
2
)

▽
消
防
署
(
午
後
5
時
以
降
、
53
0
0

1
1
9
)
【
富
津
一
内
=
た
な
か
ハ
ー

ト
(8
0
0
1
1
3
7
)
▽
消
防
署
(
午

後
5
時
以
降
、
88
0
0
1
1
9
)
【
安

房
郡
市】
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー(2
5

0
5
1
1
1
)
館
山
病
院
(
22
0
1
1

2
2
)【
長
生
郡
市
】
内
=
聖
光
会
(3
5

・
5
1
5
1
)
▽
外
=
菅
原
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0
1

1
7
1
)
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夷
隅
郡
市
M
テ
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ホ
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(
o
1
2
0

o
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0
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9
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0
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谷
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【
習
志
野
一
同
(
4

5
2
0
9
9
0
0
)
【
船
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一
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(
0

1
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0

0
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0
37
)
【
八
千
代
一

同
▽
内
、
小
(
4
8
2
0
6
8
7
0
)

▽
外
、
そ
の
他
(
4
8
2
0
6
8
7
1
)

【
成
田一
急
病
診
療
所(
事
前
に
電
話
、

27

0
1
1
1
6
)
▽
内
、
小
、
外
(
午

前1
0
時
~
午
後
5
時
)
▽
内
、
小
(
午

後
7
~1
1
時)
"【
佐
倉
一
テ
レ
ホ
ン
案

内
(
4
8
4

0
2
5
1
6
)
【
印
西

o

白
井
一
消
防
本
部
指
揮
指
令
課
(
0
4

7
6

0
46

o
9
9
8
1
)
【
松
戸
一
テ

レ
ホ
ン
案
内
(
3
6
6
0
0
0
1
0
)

【
柏
一
同
(
7
1
6
3

0
0
1
1
9
)

【
流
山一
平
日
夜
間
・
休
日
診
療
所(
事

前
に
電
話
、
7
1
5
5
・
3
4
5
6
)

【
我
孫
子
一
テ
レ
ホ
ン
案
内
(
7
1
8

7
07
0
2
0
)【
野
田
一
消
防
署
(
7

1
2
4
o
o
l
1
9
)

-
公
開
取
り
締
ま
り
獅

【1
2
日
M
◇
昼
間
▽
速
度
=
高
速
道

の
効
果
が
少
な
い
麻
酔
薬
を
使
い

ま
す
。
歯
科
治
療
時
に
歯
科
医
が

心
臓
の
病
歴
を
聞
く
の
は
、
そ
の

ト
ラ
ブ
ル
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
で

す

。

.

現
在
で
は
歯
科
の
麻
酔
も
進
化

を
遂
げ、
な
る
べ
く
痛
く
な
い
麻

酔
法
も
研
究
さ
れ
て
き
て
い
ま

す。「
歯
科
の
麻
酔
は
痛
い」
と
い

う
常
識
は、
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ

あ
る
の
で
す
。(
県
歯
科
医
師
会
)

　
　
　

　

　　
　
　　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

合
》
の

評

憲
一　
　
　

　
　
　

「
8
0
2
9
運
動
」-
P
R
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

も
ぐ
じ
い

市
、
鴨
川
市
▽
通
行
禁
止
=
若
葉
区
、

市
川
市
、
柏
市
、
茂
原
市
▽
飲
酒
=
習

志
野
市
、
浦
安
市
、
神
崎
町
▽
あ
お
り

運
転
=
高
速
道
路
全
線
▽
自
転
車
=
君

津
市
、
館
山
市
◇
夜
間
▽
速
度
=
高
速

道
路
全
線
▽
飲
酒
=
高
速
道
路
全
線

　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
売・
日
本
テ
レ
ビ
文
化
セ
ン
タ
ー

【
錦
糸
町
】
錦
糸
町
駅
ビ
ル
「
テ
ル

ミ
ナ
」
6
階
翻0
3
0
5
6
2
5
の
2
1

3
1
◇
お
す
す
め
講
座
◎
韓
国
伝
統
菓

子
と
薬
膳
茶
を
楽
し
む
季
節
の
薬
膳

茶
と
、
ナ
ツ
メ
や
松
の
実
な
ど
自
然
の

も
の
を
使
っ
た
韓
国
伝
統
菓
子
を
楽
し

み
ま
す
。
第
4
日
曜1
3
時
◆
日
本
酒
講

座

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
日
本
酒

を
紹
介
し
ま
す
。
香
味
を
感
じ
る
コ
ツ

な
ど
の
楽
し
み
方
を
教
え
ま
す
。
原
則

第
2
月
曜1
9
時
参
体
に
優
し
い
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

野
菜
本
来
の
味

を
楽
し
み
、
玄
米
食
で
美
と
健
康
を
手

に
入
れ
ま
し
ょ
う。
季
節
の
野
菜
や
豆
へ

雑
穀
な
ど
の
特
性
に
合
わ
せ
た
下
ご
し

ら
え
や
調
理
法
を
学
び
ま
す
。
第
1
木

曜1
0
時3
0
分
等
中
国
茶
サ
ロ
ン

季
節

に
あ
っ
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
銘
茶
を
楽

し
み、
中
国
茶
の
入
れ
方
も
学
び
ま
す
。

第
2
土
曜1
3
時3
0
分
。

　　　　　　
11霜 0476‐22-1001

ニュースジョイント
月 ozko金 18時 に更新 )

るほど☆成田空港」
時 58~23 時 58の随時

?08Chi涜売文字囲9(終日 )

圏

25臼

26臼

′塞ご=
-
′-長 t 」

　




